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福祉教育常任委員会 

 

令和６年１１月２９日（金曜日）午後３時０９分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 益 子 丈 弘 副 委 員 長 星   宏 子 

委 員 堤   正 明 委 員 室 井 孝 幸 

委 員 相 馬   剛 委 員 眞 壁 俊 郎 

委 員 山 本 はるひ 委 員 玉 野   宏 

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

出席議会事務局職員 

書 記 石 田 篤 志   

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．協議事項 

    ⑴１２月定例会議における委員会の運営（付託予定議案、日程等）について 

    ⑵その他 

  ３．その他 

  ４．閉 会 
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開会 午後 ３時０９分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○益子委員長 ただいまから福祉教育常任委員会を

開会いたします。 

本会議お疲れの中、皆様にはお集まりいただき

まして、ありがとうございます。 

  協議事項は次第のとおりでございます。 

  委員各位におかれましては、円滑な進行に御協

力を併せてお願い申し上げます。 

  それでは、次第２、協議事項に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○益子委員長 ⑴12月定例会議における委員会の運

営についてを議題といたします。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  事務局。 

○石田書記 （12月定例会議における委員会の運営

について説明。） 

○益子委員長 説明が終わりました。 

  ただいま事務局から説明がありましたとおり、

３点ほど皆様と協議したいと存じます。 

  まず１点は、今次第を配付されましたが、この

日程、12月11日水曜日、12月12日木曜日というこ

とで、それぞれ、11日においては子ども未来部、

そして保健福祉部、12日の２日目においては教育

委員会教育部ということで、こちらをお願いした

いということでございますが、異議ございません

でしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ありがとうございます。 

  それでは、この日程で委員会を開催させていた

だきます。 

  続きまして、先ほどあった２点目でございます。 

  所管事務調査を行うかどうかということでござ

いますので、皆様のほうから何か、所管事務調査

とかの要望等あればお伺いいたします。どうでし

ょうか。特段ないでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 その他のところで私のほうから言お

うかと思っていた部分なんですが、２日目の12日

においては、皆様と委員会のテーマを詰めている

ところでございますが、そちらをちょっと設け   

させていただきたいと思いますので、恐らく12日

の午前、午後といっぱいになろうかと存じます。

もしかすると、そのテーマがまとまらなければ、

例えば予算常任委員会の、19日の日に行われると

思うんですが、その日ですとか、場合によっては

その進捗状況を見まして12日の２日目の委員会の

間に開催されるかもしれませんが、我々といたし

ましては、前回の委員会でもお知らせしたとおり、

今月中、今定例会中に一応委員会としては完成形

を見たいと思っています。12月20日までには大体

完成、委員会のテーマとして報告書、提言として

いきたいと思いますので、その旨をお諮りさせて

いただきます。詳しくはその他のところでもう一

度言いますが、一応そのような方向でございます

ので、先ほど皆様のほうから所管事務調査を行わ

ないということでございますので、そういった点

でお含みおきをいただければと思います。 

  続きまして、３点目でございます。 

  委員会における議員間の討議のテーマというこ

とで、事前通告、こちらは、先ほど説明がござい

ましたとおり、12月２日、午後５時が締切りでご

ざいますので、委員の皆様におかれましては、議

会運営委員会から今定例会、12月定例会までが、

６月から３定例会において試行錯誤ということで

ございますので、ぜひ今後の議会運営に対してい
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ろいろな部分で取組としていきたいということで

ございますので、積極的な御活用を願えればと思

います。 

  では、⑴ということで、ほか、委員の皆様から

何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 なければ、一応先ほど協議させてい

ただいた点で進めさせていただきますので、よろ

しくお願いします。 

  それでは、⑴の議題を閉じます。 

  続きまして、⑵その他に入ります。 

  先ほど⑴の部分で私のほうから申しましたとお

り、委員会のテーマの報告を、過日、正副委員長

会議におきまして３常任委員会とも提言という形

で、書式も３常任委員会統一のものということで

提出させていただきたいと思うので、確認が取れ

ましたので、皆様にまず御報告をいたします。 

  その点で、先ほど申しましたとおり、前回の委

員会の中で各委員のほうにこちら、我が委員会に

おいては委員総意で皆様の意見を取りまとめて出

していただきたいと思いますので、宿題というこ

とでお示しさせていただいたと思うんですが、現

段階で皆様のほうから案があればお伺いしますが、

特段なければ、先ほど申しましたとおり、今月中、

なお12月20日までということで、先ほど申しまし

たとおり、委員会の日程の中では２日目の12月12

日の部分、また進捗を見まして、その間に入るか

もしれませんが、特段なければ12月19日の予算常

任委員会に皆様集まりますので、そのときにある

程度の方向性ということで最終確認をさせていた

だきまして、20日のうちには完成形ということで、

年を明けましたら、１月には３常任委員会ともそ

ういった方向で提出できるような形に整えまして、

我が常任委員会においては提言ということで、皆

様の総意が取れておりますので、そういったもの

でいきたいと思います。改めて特段なければ、今

宿題のほうで、皆様のほうで完成しているものが

ございましたらお伺いいたしますが、特段よろし

いでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 なければ、サイボウズのほうで、先

ほど申して、繰り返しになりますが、ぜひ皆様の

積極的な、委員の総意として提言という形で、

我々の最後の仕事としたいと思いますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

  どうぞ。 

○石田書記 確認なんですけれども、今委員長から

説明ございましたとおり、12月12日の審査が終わ

った後にやるということで、報告書というか政策

提言についてというか、その取りまとめ、皆さん

で協議するということでよろしいですか。 

○益子委員長 今説明がありましたとおり、私の言

葉足らずで大変申し訳ございません。12日の教育

部の質疑が終わった後、午後の部分になるか午前

の分で済むか分からないんですが、終わった後に、

先ほど言ったように、委員会のテーマとして皆様

と協議させていただきたいと思いますので、それ

でよろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○益子委員長 では、そのように図らせていただき

ます。ありがとうございます。 

  事務局。 

○石田書記 もう１点。 

  12月12日に行うということで、先ほども委員長

から説明ありましたとおり、皆様の何か今意見等

あれば、12月６日ぐらいまでにちょっとサイボウ

ズのほうで、先日もちょっと送信はさせてもらっ

たんですけれども、何か意見があれば、メールべ

た打ちでも構いませんので、意見だとか案とか何

でも構わないと思いますので、ちょっと送ってい
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ただければと思います。 

  それらの意見をちょっと集約しまして、12日に

まとめて、御提示とかちょっとできればと考えて

おりますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○益子委員長 ありがとうございました。 

  ⑵につきまして、皆様のほうから何かございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 なければ、今協議させていただいた

とおり、そのようにさせていただきますので、お

含みおきをいただければと思います。 

  それでは、⑵の議題を閉じます。 

  大きな３として、その他でございます。 

  その他として、何かございますか。 

  委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 事務局、何かございますか。 

  事務局。 

○石田書記 （事務連絡。） 

○益子委員長 それでは、その他、何かございます

か。 

〔発言する人なし〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○益子委員長 なければ、以上をもちまして、本日

の福祉教育常任委員会を閉会といたします。 

  大変にお疲れさまでございました。 

 

閉会 午後 ３時１９分 
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福祉教育常任委員会／予算常任委員会（第二分科会） 

 

令和６年１２月１１日（水曜日）午前９時５６分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 益 子 丈 弘 副 委 員 長 星   宏 子 

委 員 堤   正 明 委 員 室 井 孝 幸 

委 員 相 馬   剛 委 員 眞 壁 俊 郎 

委 員 山 本 はるひ 委 員 玉 野   宏 

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

保健福祉部長
兼 福 祉 
事 務 所 長 

板 橋 信 行 社会福祉課長 平 井 克 巳 

社会福祉課長
補 佐 

小 田 由起子 福祉政策係長 吉 村 明 倫 

福祉政策係 
主 査 
（係長級） 

薄 井 一 樹 地域福祉係長 田 端 政 昭 

障害福祉係長 薄 葉 哲 郎 
社会福祉課 
主 幹 

添 谷 弘 美 

生活福祉課長 高根沢 寿 夫 
生活福祉課長 
補 佐 兼 
生活支援係長 

若目田 治 之 

保 護 係 長 大 森 義 智 保護係副主幹 梅 田 千 尋 

高齢福祉課長 秋 元 武 志 
高齢福祉課長
補 佐 兼 
高齢福祉係長 

印 南 和 也 

介護管理係長 山 田 慎太郎 介護認定係長 君 島 栄 三 

地域支援係長 君 島   忍 国保年金課長 江 連 宣 仁 

国保年金課長
補 佐 兼 
管 理 係 長 

関 根 達 弥 国保年金係長 小 出 渉 美 

国保年金係 
主 査 
（係長級） 

三 浦 怜 子 
国保年金課 
副 主 幹 

江 連 真由子 
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健康増進課長 
兼黒磯保健セ 
ンター所長兼 
西那須野保健 
センター所長 

亀 田 康 博 
健康増進課 
主 幹 

根 本 カ ヨ 

保健予防係長 阿久津 宏 介 
健康増進係 
副 主 幹 

大 島 圭 子 

子ども未来 
部 長 

粟 野 誠 一 
子育て支援 
課 長 

押久保   昭 

子育て支援 
課 長 補 佐 

瀧   靖 子 
子ども福祉 
係 長 

髙 野 桃 子 

給 付 係 長 小 畑 光 治 
給付係主査 
（係長級） 

室 井 政 樹 

給付係副主幹 小 野 純 子 保 育 課 長 佐 藤 和 穂 

保育課長補佐
兼管理係長 

田 中   綾 企 画 係 長 鍋 島 弘 史 

管理係主幹 伊 藤 悦 子 管理係副主幹 阿 見 久美子 

管理係副主幹 相 馬 良 一 給 付 係 長 田 中   薫 

 

出席議会事務局職員 

書 記 石 田 篤 志   

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．委員長挨拶 

  ３．審査事項 

   〔子ども未来部〕 

    ・子ども未来部長挨拶 

   〔子育て支援課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第１２５号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第７号） 

   〔保育課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第１２５号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第７号） 

   〔保健福祉部〕 

    ・保健福祉部長挨拶 

   〔健康増進課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第１２５号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第７号） 
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   〔社会福祉課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第１２５号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第７号） 

   〔生活福祉課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第１２５号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第７号） 

   〔高齢福祉課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第１２５号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第７号） 

    ・議案第１２８号 令和６年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

    〔国保年金課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第１２５号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第７号） 

    ・議案第１２６号 令和６年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

    ・議案第１２７号 令和６年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

  ４．その他 

  ５．散 会 
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開会 午前 ９時５６分 

 

◎委員長挨拶 

○益子委員長 皆様、おはようございます。 

  早いもので師走を迎えまして、当常任委員会も

３回目、残すところ１回の常任委員会となってご

ざいます。 

  世の中を見ますと、不安定で不確実な世の中、

また、社会的にも世知辛い世の中となってござい

ます。 

  我々、当常任委員会が所管する委員会におきま

しては、市民生活に直結する部分でございますの

で、皆様の忌憚のない御意見ももちろんでござい

ますが、積極的な御発言をよろしくお願いします。 

  本日の所管の中であります我々のテーマでござ

いますが、放課後児童クラブでございまして、ま

た12月２日には、マイナ保険証に切り替えとなっ

てございます。また、コロナ禍で、感染症なども

またはやってくるような、こういった時期的なも

のでございますが、先ほども申しましたとおり、

我々の当常任委員会は市民生活に直結するもので

ございますので、改めて皆様と共に市政をよくし

ていきたいと思いますので、よろしくお願い申し

上げまして、委員会を代表しての御挨拶といたし

ます。 

  以降、着座にて失礼いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎開会及び会議の宣告 

○益子委員長 ただいまから12月定例会会議の福祉

教育常任委員会予算常任委員会（第二分科会）を

開会いたします。 

  ただいまの出席委員は８名でございます。 

  また、委員の皆様には、異議なしなどの意思表

示をはっきりしていただくことと、明瞭な発言に

努めていただきますようにお願いを申し上げます。 

  審査の日程及び審査順は、お手元に配付の次第

のとおりといたします。 

  福祉教育常任委員会に付託された案件は、条例

案件２件、公の施設の指定管理者の指定案件２件

であります。 

  予算常任委員会付託案件のうち、当分科会で審

査すべき案件は、補正予算案件４件であります。 

  これらの案件につきましては、関係所管課のと

ころで、随時分科会に切り替え、審査を行います。 

  議案審査において討議すべき点がございました

らお申し出ください。 

  各位におかれましては、慎重なる審査とともに、

円滑な進行にも御協力をお願い申し上げます。 

  それでは、審査事項に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎子ども未来部の審査 

○益子委員長 これより、子ども未来部の審査に入

ります。 

  初めに、子ども未来部長から御挨拶をお願いい

たします。 

○粟野子ども未来部長 （挨拶。） 

○益子委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎子育て支援課の審査 

○益子委員長 ただいまから、子育て支援課の審査

に入ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

  子育て支援課については、福祉教育常任委員会

に対する付託案件がございませんので、予算常任
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委員会（第二分科会）に切り替え、審査を行いま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第125号 令和６年

度那須塩原市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  課長。 

○押久保子育て支援課長 （議案第125号について

説明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  相馬委員。 

○相馬委員 予算執行計画書の９ページの２項２目

の返還金について、令和２年度、令和３年度とい

う分が出てくるんですが、これが返還になる経緯

をまず伺いたいと思います。 

○益子委員長 課長。 

○押久保子育て支援課長 児童手当に関しましては、

遡及して資格の得喪が行われるものがございまし

て、例えば修正申告ですとか、扶養を遡って外れ

たり何だかんだというふうなことで、そもそも受

給権そのものがなくなったりというふうなことが

ございまして、定例的に、５年置きぐらいでした

かね、改めて、当然、翌年に事業費の実績報告を

して確定するんですが、しばらくたってから改め

て、もう一度確定の作業をするようなことになっ

ております。なので、当然過年度分は、一度確定

作業を済ませているんですけれども、その後に、

例えば児童手当を返還してもらったりというふう

なことが起きるので、それに伴って国庫、県費、

それの精算を改めて行うということをしてござい

ます。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 ということは、これまでもずっと、こ

ういうふうな精算の方法をしていたんですかね。

分かりました、すみません。 

○益子委員長 関連の方いらっしゃいますか。 

  堤委員。 

○堤委員 事業の事業費精算に伴う返還金というこ

となもので、どっちかというと、予算案があって、

その予算案に対して、実際の事業の結果として、

それが少なくて済んだから、返還するということ

でよろしいですか。 

○益子委員長 課長。 

○押久保子育て支援課長 お見込みのとおりです。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 そうすると、予算の立て方には問題があ

ったのかなかったか、どういうふうに考えればい

いんですか。 

○益子委員長 課長。 

○押久保子育て支援課長 正直申せば、予算は予算

計上する際には、当然のことながら見込みで計上

させていただきます。やはり、少ないと予算執行

できませんので、ある程度多めのふかし方、ただ、

過大には当然しませんけれども、当然返還金、大

きい数字で出てきちゃうので、やっぱり返還金を

大きく返すというのは、市の財政当局のほうとし

ても頭痛い話になってきちゃうと思いますので、

ですから、極力実績に近い数字で、あとは足らな

くならないようにというふうなことで見込みを立

てさせていただいて、計上させていただいており

ます。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 令和５年度に対する返還金もあるんです



－50－ 

が、これが今の時点で、必ず今の時期、今日は12

月ですけれども、その時期で大体発生するような

ものだと考えればよろしいですかね。 

○益子委員長 子育て支援課長。 

○押久保子育て支援課長 例年、そうですね、年末、

それから年明けの頃ですね、その頃に、昨年度も

そうでしたが、その時期に精算をするような形に

なってございます。 

○益子委員長 ほかいらっしゃいますか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 それ以外のところでいらっしゃいま

すか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 先ほどの債務負担行為の3,196万円な

んですけれども、３年分ということで。これに対

して、これの算出する基準というか、算出する根

拠を考えれば、年1,000万円ぐらいということに

なるのかなというふうに思うんですが、３分の１、

３分の１、３分１というのが、今後もずっとその

交付基準でいくのか、割合ですね、３分の１ずつ

の割合でいくという前提で、こういう算出をして

いるのかどうか伺います。 

○益子委員長 課長。 

○押久保子育て支援課長 ３分の１というのは、県

費のほうということですよね。 

  まず、今年10月に最低賃金が50円ほど、栃木県

は上がりました。この放課後児童クラブの管理運

営費、管理運営委託料というのは、基本的に支援

員さんたちの人件費になっているものでございま

す。ですから、それ相応、要するに50円上乗せす

る形で３年間分、今回、年間1,000万円ちょっと、

その分を増額させていただいた形になっておりま

す。 

○益子委員長 相馬委員。 

○相馬委員 その年間1,000万円ちょっとというの

は、あくまでも市が負担するのを３分の１という

ふうに計算して出している。その３分の１という

のは、今後も変わらないという考えの下にやって

いるということですか。 

○益子委員長 課長。 

○押久保子育て支援課長 そのようになります。 

○益子委員長 関連でございますか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 それ以外のところでいらっしゃいま

すか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって，議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  子育て支援課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時１６分 

 

再開 午前１０時２０分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎保育課の審査 

○益子委員長 ただいまから保育課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

  保育課については、福祉教育常任委員会に対す

る付託案件がございませんので、予算常任委員会

（第二分科会）に切り替え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第125号 令和６年

度那須塩原市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  保育課長。 

○佐藤保育課長 （議案第125号について説明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  相馬委員。 

○相馬委員 ２ページの歳入の県補助金で、訂正に

よる追加ということだったんですが、訂正の内容

を伺います。 

○益子委員長 給付係長。 

○田中給付係長 ２ページの、もう一度ごめんなさ

い、いいですか。 

○益子委員長 相馬委員。 

○相馬委員 県の補助金だったと思うんですけれど

も、２ページの２項２目で、県の補助金で、何か

を訂正したために追加の補助金を受けることにな

ったという説明だったと思うんですが、訂正をし

たためというふうな説明だったので、その訂正し

た内容を伺えればと思いまして。 

○益子委員長 暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３０分 

 

再開 午前１０時３０分 

 

○益子委員長 委員会を再開いたします。 

  給付係長。 

○田中給付係長 訂正の説明をしたのは、たしか５

ページの21款国庫支出金、過年度収入の部分で、

施設等利用給付について、１施設、国のほうに申

請するのを忘れていましたので、４年度分を申請

するのを忘れていましたので、県のほうで５年分

遡って、毎年訂正ができるものですから、改めて

４年度分を今年度訂正して戻ってくると、国のほ

うからお金が戻ってくるというもので、計上した

ものでございます。 

○益子委員長 相馬委員。 

○相馬委員 そうすると、この補助金については、

もう使っちゃっているものに対する補助金という

ことで、歳出の補正はないということですかね。 
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○益子委員長 給付係長。 

○田中給付係長 歳出は出していますので、補正は

ありません。 

○相馬委員 分かりました、すみません。 

○益子委員長 関連ある方いらっしゃいますか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 それ以外の部分で質疑のある方、よ

ろしくお願いいたします。 

  副委員長。 

○星副委員長 物価高騰対策ということで、ガソリ

ン代、１台につき5,000円ということでついてい

ますけれども、実際のところ、5,000円というの

は国のほうから定められているんですか。市で独

自で、5,000円ということで決められている金額

なんですか。 

○益子委員長 保育課長。 

○佐藤保育課長 こちらは県の補助金ということで、

10割100％ということで、県のほうで１台当たり

5,000円という定めがございますので、そちらの

金額で計上しております。 

○益子委員長 副委員長。 

○星副委員長 実際のところ、ガソリン代、結構高

騰していると思うんですけれども、保育園で、遠

くまで迎えに行ったりとかということもあるのか

なとは思うんですが、１台5,000円で大体賄えて

いるような、賄うものではないとは思うんですけ

れども、実際現場では、どんなふうな声が上がっ

ているとかというのは分かりますか。ありがたい

なという部分なのか、やっぱりちょっと足りなく

てというのかどうなのかというところ。 

○益子委員長 課長。 

○佐藤保育課長 直接声は聞いておりませんけれど

も、こちらは県の要綱ですと、４月から９月分と

いうことで、半年分なんですけれども、半年分と

はいえど、5,000円が妥当な金額かというと、ち

ょっと少ないのかなという感じは、個人的な意見

ですけれども、ありますので、半年分の中で、県

のほうで5,000円、一律１台当たりということで

しております。 

○益子委員長 部長。 

○粟野子ども未来部長 発想としては、高騰しちゃ

った分を補塡するというよりは、一部を見てあげ

ようという発想だと思いますので、上がった分を

見てあげようというよりは、上がっていたので少

しでもというような発想で、県のほうでは設定し

たものと。 

○星副委員長 分かりました。 

○益子委員長 そのほか質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 よろしいですか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計
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補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  保育課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３５分 

 

再開 午前１０時４４分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎保健福祉部の審査 

○益子委員長 これより、保健福祉部の審査を行い

ます。 

  初めに、保健福祉部長から御挨拶をお願いいた

します。 

  板橋部長。 

○板橋保健福祉部長 （挨拶。） 

○益子委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎健康増進課の審査 

○益子委員長 ただいまから健康増進課の審査に入

ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

  健康増進課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がございませんので、予算常任委

員会（第二分科会）に切り替え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第125号 令和６年

度那須塩原市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  課長。 

○亀田健康増進課長 （議案第125号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計
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補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議ないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  健康増進課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時５０分 

 

再開 午前１０時５６分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎社会福祉課の審査 

○益子委員長 ただいまから、社会福祉課の審査に

入ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

  社会福祉課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がございませんので、予算常任委

員会（第二分科会）に切り替え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第125号 令和６年

度那須塩原市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  課長。 

○平井社会福祉課長 （議案第125号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  相馬委員。 

○相馬委員 障害者福祉サービス費の３億5,000万

円の増額補正について、当初予算と大きく変わる

要件というか、何かあったのか伺いたいと思いま

す。 

○益子委員長 課長。 

○平井社会福祉課長 当初予算との関係ということ

でございますが、６年度の当初予算を編成するに

おきましては、５年度の実績見込額から３％程度

上回った金額で、予算のほうを要求させていただ

いております。 

  ただ、実質的には10％ぐらい、過去の上昇率を

見ますと、平均値ではそのぐらいあるわけなんで

すが、ただ、どうしても見込みということになり

ますと、いかんせん例年どおりになるかどうかと

いうところもありますので、今回は３％というこ

とで、まずは６年度の予算編成をしたところです。 

  実際、６年度に入ってどうかというところなん

ですが、一番大きく伸びていますのが、放課後デ

イサービス、いわゆる障害をお持ちのお子様が通

う施設、こちらが１億4,000万円ほど、見込み的

には増えるだろうということで見込んでおります。

その理由としましては、施設そのものが増えたと

いうのもあります。 

  ただ、誰でも通える施設ではございませんので、

それだけの需要に、今まで施設の数が足りなかっ

たというところも、現実的にはあるのかなという

ふうに捉えています。 

  一番大きいところでは、放課後デイサービス、

こちらのほうが３事業所増えた。また、それによ

って通われる方が増えたというところが起因して
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いると捉えております。 

○相馬委員 分かりました。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  堤委員。 

○堤委員 放課後デイサービス、３事業所増えたと

いうことなんですけれども、ここの障害者福祉サ

ービス給付費の中に、介護給付、訓練給付とか、

いろいろ細かく項目あるんですけれども、これは

主に放課後デイサービスの中では、どこに当たる

んですかね、項目の中では。 

○益子委員長 社会福祉課長。 

○平井社会福祉課長 障害児通所支援費というとこ

ろに当てはまってくるようにはなるんですが、大

きく分けての段階ではですね。この執行計画書上

でいきますと、障害児通所支援というところに当

てはまります。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 人数にして何人ぐらいというのは分かり

ますか。 

○益子委員長 課長。 

○平井社会福祉課長 現在、実人数というところで

申し上げますと、あくまで10月までの実人数でカ

ウントしますと468名で、昨年度から見ますと、

実人数的に50名以上増えているかなというところ

です。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 50名増えたということなんですが、事業

所が３事業所増えたということもあろうかと思う

んですけれども、そのほかに何か、要因として考

えられるものはございますか。 

○益子委員長 課長。 

○平井社会福祉課長 放課後デイサービスの内容で

ということでよろしいですか。それとも別な…… 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 だから、事業所が増えて、そこへ通所し

やすくなったという要因はあるんだけれども、そ

のほかに社会情勢で、障害児が増えてきたのか、

何かそういう、障害といっても肉体から精神から、

いろいろあるかと思うんですけれども、そういう

ところの社会情勢の変化はあったのかどうかとい

うことなんです。 

○益子委員長 課長。 

○平井社会福祉課長 社会情勢の変化というところ

でございますが、意識、認識というところが一つ

あるのかなというふうに思っています。 

  今までは、障害という部分を捉えて、親の認識

ですね、そちらが、そういう施設に自分の子供が

通うべきなのかどうかというところで、なかなか

踏み込んでいなかったところもあるのかなという

ふうに思っています。いわゆる親が、お子さんが

何らかの特性を持っているというところを、なか

なか踏み込んでサービスにつなげなかったという

ところもあるんじゃないかなというふうに思って

います。 

  いわゆる、ハードルという言葉は適正ではない

かもしれませんが、自分の子供の特性を認めて、

そういうところに通うことが必要という判断され

ている方が増えてきているのかなというふうに思

っています。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 基本的に今のお話だと、ふだん家庭でや

っている対応が、施設に通うという親の認識が、

保護者の認識が変わってきたというふうに理解し

てよろしいんですかね。 

○益子委員長 課長。 

○平井社会福祉課長 そのように考えております。 

○益子委員長 そのほかございますか。 

  山本委員。 

○山本委員 同じところなんですけれども、親の認

識が変わったというよりも、世間一般に、こうい
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うところに障害の方が通うことが恥ずかしいこと

ではないみたいに、ちょっと言い方は悪いんです

が、なってきていて、横のつながりで、うちの子

も行っているんだよみたいなことで、多分多くな

っているんだと思うんです。ほかを見に行っても、

そういうところが多いので。 

  これは来年度の予算、３月の議会に出てくるん

ですが、まだ、つまり増えるというふうに見込ん

でいるのか、この辺で需要と供給みたいなものが

ちょうどと考えているのか教えてください。 

○益子委員長 社会福祉課長。 

○平井社会福祉課長 少なくとも減ることはないか

なというふうに捉えておりまして、伸び率的にど

ういうふうに捉えるかというのは難しいかもしれ

ないんですが、若干上げる形で考えていかないと

対応できないかなというふうに思っています。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 先ほど、事業所が３施設増えたという

ふうにおっしゃいましたけれども、どこかの市で

見たときに物すごく、障害の方を、放課後見ると

ころというのが差があって、子供にとってどうな

のかみたいな話を聞いたことがあるんですが、那

須塩原市はこれは、そういうところが開設します

といえば、オーケーということで増やしているん

ですか。 

○益子委員長 課長。 

○平井社会福祉課長 基本的に認可は県の権限にな

るものですから、市のほうでいいよどうのという

のはございませんが、現状を捉えると、新しくで

きて、さらに利用者が増えているということは、

まだ利用したいという方がいるのかなというふう

に思われますので、増えることはいいことではな

いかなというふうに思います。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  堤委員。 

○堤委員 ３事業所増えたという要因なんですけれ

ども、これは、２事業所のほうがニーズがあるか

ら、新たに設立をしていくという考え方もあるか

とは思うんですが、事業所ですから、一定の利益

を出さないといけないと思うんですけれども、利

益を出せる分野だという判断なのか、そういうと

ころは何か分かりますかね。要因というか、事業

所が増えた要因というか。 

○益子委員長 課長。 

○平井社会福祉課長 新しく造った事業所とかに聞

き取りは行っておりませんので、ずばりどういう

考えでというのは分かりませんが、当然、需要が

見込まれるということで造られているのかなとい

うふうには思っております。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  星副委員長。 

○星副委員長 放課後デイサービスを利用するのに、

たしか、同じ施設に週５日ではなかったような気

がするんですけれども、要は障害児福祉の中で、

多分１施設に対して、認識が違っていたらごめん

なさい、１施設に対して何日間かとかと、何か制

約的な部分があったような気がするんですけれど

も、そういったところでは、こちらの事業所とこ

ちらの事業所、月・火がこっちで、水・木がこっ

ちの別な事業所というような形でローテを組みな

がら、利用者さんのほうは利用しているような形

態だったんではないのかなと思うんですが、そう

いう中で、ちょっと一度そこで確認したいんです

けれども。 

○平井社会福祉課長 そういう形態かどうか。 

○星副委員長 だったのかなと。 

○益子委員長 障害福祉係長。 

○薄葉障害福祉係長 お答えいたします。 

  まず、サービスの支給量に関しましては、基準

の支給量というのがサービスごとにある程度決ま
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っておりまして、その後は、御本人さん、親御さ

んの希望、例えば週３日行きたい、４日行きたい

というのを希望を聞き取りまして、そこには相談

支援専門員さんという、いわゆる介護保険でいう

ケアマネジャーさんのような、ケアプランをつく

る方が必ず１人つくことになりますので、その方

が聞き取りをして、週３日使いたいという希望が

あれば、それでサービスの事業所のほうを選ぶこ

とになるんですが、サービスの事業所も先ほど言

ったとおり、結構定員いっぱいなところももちろ

んあるので、同じところに全ての日に行くという

ことができない場合があるので、そういった場合

は複数の事業所を、掛け持ちではないですけれど

も、そういった形で分散して利用するという方が、

最近は増えているような状況となっております。 

○益子委員長 副委員長。 

○星副委員長 そうすると、お子さんによっては、

同じ事業所にずっと、ここが好きだからここに行

きたいという希望があったとしても、それは、要

は放デイじゃない普通の児童クラブだったら、同

じ学校の敷地の中で、ずっと同じ方たちが利用で

きるわけじゃないですか。だけれども、放デイに

通うとなると、その曜日、曜日によって、利用回

数もばらばらで、やっぱり先ほど言ったとおりに、

例えばこっちの事業所が好きで、ここに通いたい

んだけれども、定員がいっぱいになっちゃうから、

別なところに行かなきゃいけないという方もいる

という中で、同じところにずっと通い続けられる

ような部分というのは、やはりちょっと難しくな

っているんですか、そういうところ。 

○益子委員長 障害福祉係長。 

○薄葉障害福祉係長 基本的には御本人様のニーズ、

親御さんのニーズに基づき決定しますので、ここ

の事業所しか行きたくないということであれば、

基本的にそこの事業所に全て行くという形のプラ

ンをつくるように、基本的にはなると思います。

ただその中で、例えば追加して、火曜日も追加し

て行きたいといったときに、ちょっとキャパ的に

難しいよとなった場合は、ちょっとそこは難しい

よねということであれば、相談支援専門員さんが、

同じような希望、同じようなところだったりとか、

そういったところを探して、見学をしたりだとか

して、じゃ別なところにも通うようにしようかと

いう形になるので、基本的には希望があれば、そ

このサービスを使えるようにはなっています。 

○益子委員長 副委員長。 

○星副委員長 そうすると、やっぱりこれから、今

後も増え続けるというのはあり得るということで

すよね。要は希望したい人が多くて、でもやっぱ

りキャパだって、普通の放課後児童クラブとは全

然違うじゃないですか。一つの部屋を借りて、そ

こをということで、何人て多分、収容人数も決ま

っているんでしょうから。しかも障害を持って、

多動の子もいれば、いろんな自閉症的な子もいる

という中では、あまりぎゅうぎゅうにはできない

と思うので、見る人数にもよるということにもよ

ると、せいぜい20人ぐらいだと思うんですよ、キ

ャパ的にいえば。 

  だから、大規模な、一人一人のニーズに応えて

いかなきゃといった場合には、やっぱり、これか

らまだ那須塩原市で放デイやりたいんだという方

が、県が許可するので何とも言えないんですけれ

ども、ニーズとしてはまだここの部分は、潜在的

にはあるのではないかという部分になるのかなと

思うんですが、どうでしょうか。 

○益子委員長 平井課長。 

○平井社会福祉課長 現実的に３事業所増えて、こ

れだけの金額も増えているということですので、

例えばできて、利用する人がいないという状況で

は間違いなくないですから、今後もそういった、
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また利用したいという方が、もちろん調査、アン

ケートをしたわけではないですが、今の流れから

いくと、まだいらっしゃるのかなというふうには

思われます。 

○星副委員長 分かりました。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 今あったんですけれども、県の事業で、

ほかの市町というか、そこからも入っているんで

すか。 

○益子委員長 課長。 

○平井社会福祉課長 那須塩原市民でないと使えな

いというわけではございません。逆に那須塩原市

民でも、例えば大田原市の事業所に通っていると

か、そういう方もいらっしゃいますので、市内の

みということではございません。 

○眞壁委員 そういう方は今いるんですか。 

○益子委員長 平井課長。 

○平井社会福祉課長 数値的なものは、すみません、

持ち合わせていないのであれなんですが、実際、

私どもの那須塩原市民で、大田原の事業所へ通わ

れている方はいらっしゃいますし、逆もいらっし

ゃいます。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 聞いていて思ったんですけれども、こ

ういう障害の方のデイサービスを開設する、つま

り事業所というのは、どういうところが開設でき

るんですか。 

○益子委員長 障害福祉係長。 

○薄葉障害福祉係長 参入するのは制約は特になく

て、ＮＰＯ法人もそうですし、普通の株式会社で

も参入はできます。もともとは、以前は社会福祉

法人とかがメインだったんですが、最近は民間の

参入が増えているというような状況となっており

ます。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 ああそうなんだなと思ったんですけれ

ども、民間が入ってくるということは、そこに利

益が生じるから入ってくるんだと思うんですが、

それを市が調べるも何もできないとは思うんです

けれども、質の低下というんですかね、特に障害

者の子供たちだったら、何でもいいではないと思

うんですが、その辺は、市のほうは関与すること

はできるんですか。 

○益子委員長 障害福祉係長。 

○薄葉障害福祉係長 お答えいたします。 

  まず、質の問題に関しましては、国のほうでも

全国的な問題として捉えているということで、こ

れからそういった方策をしていくというところで

動いている状況ではあります。 

  市として、どういったことができるかというこ

とはあるんですけれども、サービス提供事業所に

関しては、先ほど言ったとおり県の指定になりま

すので、県のほうで定期的に事業所に立入りをし

て、そういった運営状況ですとか、そういった基

準を、きちんとしているかというのを適宜監査し

ております。 

  その中でもし、那須塩原市の事業所のほうで何

かそういったものがあったというのがあれば、そ

ういったときは情報提供いただいて、何らかの一

緒に協力して、そういったところに聞き取りをす

るというようなことは考えられますが、市単独で

そういった事業所に直接確認するとか、立ち入る

とか、そういったところは基本的にはないので、

そういったことから、県と協力しながらやってい

くような状況となっております。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 具体的なトラブルというのはあるんで

すか。 
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○益子委員長 障害福祉係長。 

○薄葉障害福祉係長 トラブルというと、幾つかあ

るんですけれども、例えば虐待の案件とかが、通

報が入るんですけれども、虐待の通報というのは、

事業所の職員さん誰でも、見た人は通報義務があ

るわけなんですが、サービス提供事業所の所在市

町村のほうにまずは通報するということになって

います。なので、指定は県なんですが、市のほう

にまずそういった情報が入りまして、我々のほう

で事実確認をまずしないといけないということで、

施設のほうに立入りをさせていただいて、そこで

いろいろ聞き取りをするんですけれども、やっぱ

り聞き取りをする中で、なかなか、運営の問題か

ら発生しているとか体制の問題、人員が少ないと

か、どうしても１人の方に業務の負担が大きくな

ってしまっているとか、上の方のちょっと理解が

なかなか難しいとか、そういった、結構聞き取り

をすると、いろんな問題が出てくるときがありま

す。 

  なので、そういったものは、まとめて県のほう

に報告をする形になるので、それで県が、必要で

あれば、その後、立入りをするとか聞き取りをす

るとかというような、そういったスキームは今も

あります。 

○益子委員長 そのほかございませんか。よろしい

ですか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

  山本委員。 

○山本委員 意見です。 

  今の放課後デイサービスのことなんですけれど

も、聞いていて、社会福祉の施設と同じだなとい

うふうに思ったんですね。つまり、那須塩原市に

できていて、主に那須塩原市の方が通っているん

だとは思うんですけれども、実際何か起きたとき

は、全て県が、県がというふうになって、前に障

害者の施設が家の近くにあったときに、同じこと

が起きていたんですね。いろんなことが起きてい

るんですが、市に言っても、国だとか県だとかと

いうようなことで、なかなか、トラブルといって

は変なんですが、ということを市では分かってい

ても、関与できないみたいなところがありました。 

  それで、これ特にお子さんのことなので、先ほ

どの話を聞いていると、１人の方が同じところじ

ゃなくて、都合がつかないと２か所へ行ったりと

いうことは、子供さんにとってはいいことではな

いしということを考えると、少しこの部分は、県

が、県がというんじゃなくて、ちゃんと関わって

いただきたいし、こうやって今年、補正が出てい

るということからすると、先ほどニーズが減らな

いだろうということなので、来年度の予算措置な

どに関しても、現実に合わせてやっていただきた

いなという意見です。 

○益子委員長 意見ということで、ほか、別によろ

しいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○益子委員長 それでは、ほかに御意見等ございま

すか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議併せ

て質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 討論はないようですので、討論を終

結したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結
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し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  社会福祉課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時２３分 

 

再開 午前１１時３３分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎生活福祉課の審査 

○益子委員長 ただいまから、生活福祉課の審査に

入ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

  生活福祉課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がございませんので、予算常任委

員会（第二分科会）に切り替え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第125号 令和６年

度那須塩原市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  課長。 

○高根沢生活福祉課長 （議案第125号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  堤委員。 

○堤委員 10ページの歳出の生活保護費返還金１億

1,406万7,000円ということで、これが発生してい

ますが、この項目の内訳といいますか、ここの中

で、生活扶助費、医療扶助費、介護扶助費という

ふうに３項目あるわけですけれども、先ほどのお

話では、医療扶助費が一番大きく減額になったと

いうことで、返還につながったということをお聞

きしましたけれども、この内訳を教えていただけ

ればと思います。 

○益子委員長 課長補佐兼生活支援係長。 

○若目田生活福祉課長補佐兼生活支援係長 内訳と

しましては、生活扶助費、こちらが、見込みが４

億3,070万6,549円に対しまして、実績が４億

3,041万7,204円で、住宅扶助、こちらが２億

2,144万8,762円の見込みに対しまして、実績が２

億1,944万836円、医療扶助が９億8,201万3,194円

に対しまして、実績が８億4,794万2,628円、介護

扶助につきましては7,810万2,207円で、実績が

7,504万7,291円、その他ということで、4,041万

5,730円に対しまして、実績が4,022万1,452円と

いうふうになっております。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 先ほど、コロナの影響で医療費が減った

ということなんですけれども、コロナ以外で何か

減った要因はございますか。 

○益子委員長 課長補佐兼生活支援係長。 

○若目田生活福祉課長補佐兼生活支援係長 実際に

は確認はしていないんですけれども、レセプトで
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支払われる、請求が来るもので支払っているわけ

なんですけれども、考えられることとしては、高

額医療の方が減ったとか、あとは透析の方、こち

らの生活受給者の約６割近くが高齢者ということ

で、透析量も多いということから、そういった方

が亡くなった場合とかでは、かなり減るというこ

とがありますので、そういったことが要因ではな

いかというふうに考えられます。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  副委員長。 

○星副委員長 ７ページの生活困窮者自立支援事業

費の委託料のその他委託料で、学習支援事業が

234万9,000円減、これ歳出なので、減ということ

は増えているということになるのかな、逆になる

のかな。これの理由を教えてください。 

○益子委員長 課長補佐兼生活支援係長。 

○若目田生活福祉課長補佐兼生活支援係長 こちら

は歳出が減ったということで、今回、公募型指名

競争入札ということで、２者応募がありまして、

それの結果による入札の減ということで、その分

を減額させていただいたということです。 

○益子委員長 そのほか質疑ございませんか。よろ

しいですか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  生活福祉課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時４３分 

 

再開 午後 零時５６分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎高齢福祉課の審査 

○益子委員長 ただいまから、高齢福祉課の審査に

入ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

  高齢福祉課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がございませんので、予算常任委

員会（第二分科会）に切り替え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第125号 令和６年

度那須塩原市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  課長。 

○秋元高齢福祉課長 （議案第125号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２８号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 続きまして、議案第128号 令和６

年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  高齢福祉課長。 

○秋元高齢福祉課長 （議案第128号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  堤委員。 

○堤委員 介護保険財政調整基金の利子なんですが、

これはどういうお金に対する利子になるんですか。 

○益子委員長 課長。 

○秋元高齢福祉課長 こちらは基金として、令和５

年度末に17億円ほどの基金の積立てがあったわけ

なんですが、こちらを定期預金であったり、あと

は市全体で資金運用ということで、介護保険の財

政調整基金のみならず、市で保有している財産に

ついて債券運用しておりますので、そちらで生じ

た利息ということになります。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 預金以外にどういう運用をされているか

分かりませんか。 

○益子委員長 課長。 

○秋元高齢福祉課長 こちらは、基本的には会計課

のほうで資金運用しているんですが、債券を購入

しているという話は聞いております。 
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○益子委員長 そのほかございませんか。よろしい

ですか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第128号 令和６年度那須塩原市介護保険

特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可

決すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第128号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  高齢福祉課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時０５分 

 

再開 午後 １時０７分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎国保年金課の審査 

○益子委員長 ただいまから、国保年金課の審査に

入ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

  国保年金課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がありませんので、予算常任委員

会（第二分科会）に切り替え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第125号 令和６年

度那須塩原市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  課長。 

○江連国保年金課長 （議案第125号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  相馬委員。 

○相馬委員 すみません、先ほど高齢福祉課の審査

で、介護費用の基金積立ての利子が計上されてお

ったんですが、国保の利子の計上とか、そういっ

たのは、この時期にはないんですか、増額。 

○益子委員長 課長。 

○江連国保年金課長 この後、特別会計のほうで。 

○相馬委員 こっちからは駄目ですね。 

○江連国保年金課長 はい。 
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○相馬委員 分かりました。 

○益子委員長 ほかにございませんか。よろしいで

すか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２６号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第126号 令和６年

度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  国保年金課長。 

○江連国保年金課長 （議案第126号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  堤委員。 

○堤委員 郵送料は、通信運搬費で29万1,000円と

いう格好なんですけれども、これはどういう計算

になって、29万1,000円なんですか。 

○益子委員長 こちらは収税課の担当なんですが、

お答えできますか。 

  聞き方を変えていただければ。 

○堤委員 国民健康保険の督促に係るものというふ

うに考えればいいんですか。 

○益子委員長 課長。 

○江連国保年金課長 そのように伺っております。

督促状に対する増額、郵送料ということを聞いて

ございます。 

○堤委員 分かりました。 

○益子委員長 ほかよろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 
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  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第126号 令和６年度那須塩原市国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）は、原案のとお

り可決すべきものとすることに異議ございません

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第126号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２７号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 続きまして、議案第127号 令和６

年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  国保年金課長。 

○江連国保年金課長 （議案第127号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。よろしいですか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第127号 令和６年度那須塩原市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）は、原案のと

おり可決すべきものとすることに異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第127号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  国保年金課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時２０分 

 

再開 午後 １時５２分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○益子委員長 本日の審査事項は、全て終了といた
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します。 

  委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 事務局から何かございますか。 

  事務局。 

○石田書記 （事務連絡。） 

○益子委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○益子委員長 それでは、本日の委員会を散会とい

たします。 

  大変にお疲れさまでございました。 

 

散会 午後 １時５４分 
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福祉教育常任委員会及び予算常任委員会（第二分科会） 

 

令和６年１２月１２日（木曜日）午前９時５６分開会 

 

出席委員（８名） 
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開会 午前 ９時５６分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○益子委員長 皆様、おはようございます。 

  散会前に引き続き、福祉教育常任委員会を再開

いたします。 

  ただいまの出席委員は８名でございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎教育部の審査 

○益子委員長 これより、教育部の審査を行います。 

  初めに、教育部長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

  田代部長。 

○田代教育部長 （挨拶。） 

○益子委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎教育総務課の審査 

○益子委員長 ただいまから教育総務課の審査に入

ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１１０号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第110号 那須塩原

市ゆめみらい応援給付金基金条例の制定について

を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  課長。 

○金子教育総務課長 （議案第110号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 先ほどの説明だと、この新しいものは

来年の４月に入学する人のみということで、今も

う在学している人は当てはまらないということで

いいんですか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 そうでございます。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 まず、第２条の積立てについてですが、

第１条の設置の目的が、その寄附金をもってとい

うふうになっているんですが、積立てについては、

寄附金及び一般会計歳出から、この一般会計から

積み立てる予定といいますか、そういう条例にな

るということですが、この意味はどういうことで

しょうか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 まず、寄附金のほうを受けま

してから、この基金のほうに繰出しを行います。

そうすると、その時点で一般会計予算のほうに入

ってきますので、その関係でうたったところにな

ります。 

○益子委員長 相馬委員。 

○相馬委員 分かりました。最終的に、その執行に

関して必要な事項は規則で定めるというふうにな

ってございますが、その資格要件のところの成績

が優秀でという、その優秀の基準というのは規則

か何かで決まるんでしょうか。 

○益子委員長 教育総務課長。 

○金子教育総務課長 規則のところではうたってお

りません。それは募集要項の中で、例えば学業の

成績ですと、何点何以上であるとかというのをう
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たわしていただく予定になります。 

○相馬委員 分かりました。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 今の１条のところなんですけれども、

学業、スポーツ、または文化芸術で、成績が特に

優秀と書いてあるんですが、例えば今年だったら、

とても、これから今年度中に募集するということ

なんですが、２人という枠の中で、例えば10人の

人が応募してきたとしたときに、それを分かると

いうか、決めるのはどなたが行うんですか。 

○益子委員長 教育総務課長。 

○金子教育総務課長 まず、選考委員会というのを

開催させていただきます。その選考委員会の段階

で、さらに書類審査というのも人数に応じては対

応していかなくちゃいけないんですが、その選考

委員会の中で、こちらのほうは審査したいという

ところでございます。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 要件として経済的なものがないという

ことは非常に画期的というか、ものだし、その金

額にしても、例えば医学部とか薬学部だったら、

600万円というのはとても大きな金額だと思うん

です。そうすると、やっぱり選考が、例えばリン

ツに行く学生を選ぶのであっても、結構、落ちた

の、行けなかったのといっていろんなものが出て

くることを考えると、全然違うものなんですけれ

ども、こういうものがもらえる、もらえないとい

うものがとても大きいと思うので、その選考は誰

もが見てもというのはとても難しいんですけれど

も、公平でなければならないと思うんです。それ

で、学業とスポーツと芸術って基準が全く違いま

すよね。成績の取り方というか。その辺のところ

は、応募する人を見て決めるみたいな形になるん

ですか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 まず、どうやって決めるんで

すかということに対して正確なお答えにはなって

いないかもしれないんですが、まず募集、応募し

た方の今までの取組の姿勢、あと、今後の意欲、

また目標、あと実現性ですね、そういうのを踏ま

えた上で、こちらのほうは審査してまいりたいと

いうふうに考えておるところではございます。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 例えばの話なんですけれども、例えば

６年制の医学部とか薬学部に行くというような、

もうはっきり先が決まっているような人に関して、

これをもらったら将来的に那須塩原で医者になっ

てくれとか、薬剤師になってくれとか、あるいは

教員になってくれとか、そういうようなことは設

けることは考えているんですか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 まず、こちらのほう、篤志家

の方からの意向というのは、そういったものの意

向のほうは一切ございません。まずは那須塩原市、

那須町から将来にわたって未来に羽ばたいてもら

いたい、その人材育成というところですので。や

はりこの給付金制度のほうが続いていく中で、ま

た篤志家の方の御意向もあるかと思いますので、

まずはこちらのほうを走り出しながら、そういっ

たところについても相談のほうはしていきたいと

いうふうには考えております。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 もう一つ、最後の14条のところに、寄

附がなくなったらやめるよと書いてあるんですが、

その辺の何ていうんですか、予測というのはどん

ななんですか。３年たったら終わったじゃ困ると

思うんですけれども、この辺のところは、相手の

篤志家の方はお一人ですよね、多分ね。その先か

なり続くみたいな見通しはあるんでしょうか。 

○益子委員長 課長。 
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○金子教育総務課長 現時点で篤志家の方にいつ頃

まで続くものであるとか、どのくらいというよう

なお伺いのほうは立てるところではございません。

まだ第１回目の御寄附のほうもこれからの入金に

なりますので、入金される前に、いつ頃までとか

というところのお話のほうは、今後の運用してい

く中では、那須町さんのほうと連絡調整を図りな

がらお話のほうをできる機会があればしていきた

いというふうに考えています。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 非常にありがたいお話で、多分、その

お一人のために条例をつくるということは、何て

いうんですかね、先の可能性というものを見越し

ているんだと思いますので、お金持ちの方なんだ

なとは思うんですけれども、これで何ていうんで

すかね、すばらしい人材が学んでいくことができ

たらいいなと思います。 

  以上です。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 第１条のところで伺うんですが、学業、

スポーツ、また文化芸術というふうに分野が定め

られている、非常にちょっと分野的には幅が広く

なっているということと、もう一つ、この各分野

における成績が特に優秀な者を対象とするという

ことなんだけれども、例えばスポーツの分野では、

何か大会があって優勝したとか、何かそういう基

準があるということでよろしいんですかね。 

○益子委員長 金子課長。 

○金子教育総務課長 基準というよりは、審査をす

るに当たっての比較をする材料になるというふう

には考えております。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 この選抜といいますかね、たくさん応募

があった場合に２人を決めないといけないという

ことで、選考委員会みたいなものを設けるという

ことでよろしいんですか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 そのとおりでございます。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 選考委員会のメンバー、どんな分野の方

がつくのか、差し支えなければお聞かせいただけ

ればと思います。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 今のところ、これは本年度条

例を制定して、今年度中にまず給付者を決定する

というのが篤志家の方の意向でしたので、それに

沿った形で今進めているところというのが前提で

ございます。 

  本年度、こちらのほうについては、庁内で副市

長を筆頭に、教育長、また、企画部長、総務部長、

そういった庁内の主要なメンバーの方々を選考委

員として考えているところでございます。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 感じとしては、若者を対象というか、大

学に入る方を対象にしているかとは思うんですけ

れども、念のために、年齢制限はないと考えれば

よろしいですか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 あくまでもこちらのほうは大

学と、学校教育法に基づいた大学等に進学する方

ということが条件になっています。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 先ほど選考委員会をと言いましたが、

条例にはうたっていないですが、何か別な基準が

あるんでしょうか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 選考委員会のほうについては、

規則以下の例規で定めるという形を取っていると

ころでございます。 



－72－ 

○益子委員長 相馬委員。 

○相馬委員 分かりました。その規則以下で選考委

員に実際に御寄附される篤志家の方も入るんでし

ょうか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 こちらのほうは現在のところ

考えておりません。 

○益子委員長 相馬委員。 

○相馬委員 分かりました。学業、スポーツ、文化

というふうになってございますが、返還の部分で、

よくスポーツ選手の場合は、途中でいわゆるけが、

故障とか出た場合に、当然成績が落ちる、ゼロに

なったりする。その場合に返還のこの規定にそれ

が含まれるのかどうか伺いたいと思います。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 例えば大学の４年間というだ

けのお話をさせていただくと、例えばそれが２年

生のとき、３年生のときにけがをなさったとかと

いった場合については、これはもう給付のほうを

返還というよりは、給付のほうが取消しになると

いう形になるかと思います。要は、これは人材育

成を目的としていますので、１年次、２年次の頑

張りというものについては返還という形は取って

おりません。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

  副委員長。 

○星副委員長 この学業とかに関しては、これ同じ

制度、那須町にもあるんですよね。那須町さんと

何かある意味、すり合わせ的な部分、選考するに

当たって、学業、例えば大学受験とかというと共

通テストがあったり、共通テストというんですか、

何ていうんだろう、模擬テストとかもあると思う

んですけれども、那須塩原市のほうはかなりトッ

プのほうなんだけれども那須町のほうでは、トッ

プはトップなんだけれども、何ていうんだろう、

という場合のその差みたいな部分とかというのは

どうなんですか。そのあたり、同じ篤志家の方が

寄附してやってくださるというところでも、那須

町と那須塩原市での差的な部分は、そこはもう別

に市と町で選定するんで、気にはしなくていいと

いうことでいいんですか。 

○益子委員長 教育総務課長。 

○金子教育総務課長 気にしなくていいかと言われ

れば、今後そういったことも、運用していく中で

は考えることの一つかもしれませんが、現時点に

おいては、那須町さんのほうに幾ら幾らの寄附、

那須塩原市のほうに1,200万円の御寄附というと

ころを頂くわけなので、すり合わせはもちろんし

ておりますが、運用のところは那須町さんと私ど

も那須塩原市では運用の仕方というのは変わって

くるだろう、差が出てくるかと思います。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 すみません、何度も。 

  このお金、１年間に１人100万円という、６年

間なら1,200万円、４年なら800万円というものは、

篤志家の方からの多分、申出なんだと思うんです

が、これ人数、例えば大学の学費って１年間100

万円しないところもありますよね、学費分だけで

はないとしても。例えば１人50万円でやると４人

分になりますよね、お金でいうと。その辺は市が

決めたんですか。それとも篤志家の方からそのよ

うな申出があったんでしょうか。 

○益子委員長 部長。 

○田代教育部長 今回の制度設計そのものの篤志家

からの要望を具現化したというものでございます。

要は50万円に分けて４人とかというのではなくて、

100万円ずつで２名というのが篤志家の意向とい

うこと。また、山本委員のほうで、学費に充てる

というようなお話ありましたけれども、篤志家の
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意向とすれば、学費に充てなくてもよいというお

考えでございます。要は、本人の学業であるとか

スポーツであるとか、または見聞を広めるという

ことに存分に使ってほしいと。それで自分の自己

を高めてほしいというようなことなので、使い道

も問わないというのを事前にお伺いしております

ので、それなので、経済的事情を問わないという

最初のところの条件に戻っていくというところで

ございます。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 分かりました。 

  非常に普通の人ではないんだなと思うんですが、

有名な方なんですか。それとも、那須塩原市、那

須町からの出身の方なんですか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 那須町さんのほうからお話の

ほうが公表になっているものについては、那須町

に別荘があり、また、那須塩原市のほうにそうい

うゆかりがあるというところでは伺っておりまし

て、それ以外の部分については篤志家さんですの

で。 

○山本委員 分かりました。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 ここで副委員長と進行を交代いたし

ます。 

○星副委員長 進行を交代します。 

  委員長。 

○益子委員長 様々伺ってきた中で、私のほうから

も３点ほどお伺いさせていただきたいんですが、

今回のこの基金を設定するに当たって、その篤志

家の方からのこういった善意の申出があったこと、

まず喜ばしいなと思っております。 

  そういった面で伺いたいんですが、そうします

と、この部分の基金の条例においては、先ほどの

話題からありますように、篤志家の方が那須塩原

市から羽ばたいてほしいというような流れであっ

たと思うんですが、今いろいろ条例を見させてい

ただきますと、私の認識がちょっと違うのかもし

れないんですが、特段、若い世代というか、年齢

制限はないんですよね。そうすると、年齢じゃな

くて、先ほど言ったように大学とか、学びたい人

たちに使いたいということであれば、社会人の方

なんかも可能なのか、その点をまずお伺いしたい

んですが。 

○星副委員長 課長。 

○金子教育総務課長 まず、受給資格のほうはもち

ろん御覧のとおりですので、これで該当する方に

ついては可能でございます。 

○星副委員長 委員長。 

○益子委員長 その点、了解いたしました。 

  そうすると、そういった該当すれば可能という

ことでありました。 

  先ほど山本委員のほうのお尋ねの中にあった部

分の関連なんですが、この篤志家さんの意向が若

干、反映されてこういう具現化されたものと伺っ

たんですが、意向が変わると、もしかするとこの

条例もその都度変わっていくというような認識で

よろしいんでしょうか。その点をお伺いいたしま

す。 

○星副委員長 課長。 

○金子教育総務課長 今現時点においては、篤志家

の方から変えるかもしれないとかそういったもの

については、こちらのほうは全然伺ってはおりま

せんので、変えるかもしれないということについ

ては、もしそういった話があればですが、それで

は何のために条例を制定したのかなと思うので、

そのあたりについてはお話のほうはさせていただ

きたいというふうに考えています。 

○星副委員長 委員長。 
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○益子委員長 最後になります。 

  こちらは堤委員のほうからの部分の関連かと思

うんですが、篤志家のこの寄附をいただいた中で、

先ほど相馬委員もお尋ねがありましたが、この第

14条の部分で、篤志家の寄附がなくなった時点で

募集は終了するとあるんですが、そうすると、こ

の募集を終了するのはもちろんなんでしょうけれ

ども、この篤志家の方の申出によって今回のこの

基金がつくられるということは、基金自体のこの

条例自体もその時点でなくなるという、廃止され

るとか、そういったニュアンスでよろしいんでし

ょうか。その点お伺いいたします。 

○星副委員長 課長。 

○金子教育総務課長 現時点においてはそんなふう

に考えています。 

○星副委員長 委員長。 

○益子委員長 その点を受けて、これからはちょっ

と意見になりますが、こういったせっかく使われ

る、この条例、篤志家の思いですね。そういった

ものを使われて、お隣の那須町の方ももちろんで

すが、那須塩原からこういった人材が羽ばたいて

ほしいということは大変喜ばしいことだと思いま

すので、教育部のほうの皆さんも、これをまとめ

ていただいて、ぜひ利用される、周知されること

を徹底していただくことをお願いします。 

  私からは以上です。 

○星副委員長 進行を委員長と代わります。 

○益子委員長 進行を交代いたします。 

  そのほか皆様のほうからございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第110号 那須塩原市ゆめみらい応援給付

金基金条例の制定については、原案のとおり可決

すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第110号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 続きまして、福祉教育常任委員会を

予算常任委員会（第二分科会）に切り替え、審査

を行います。 

  それでは、議案第125号 令和６年度那須塩原

市一般会計補正予算（第７号）を議題といたしま

す。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  教育総務課長。 

○金子教育総務課長 （議案第125号について説

明。） 
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○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  相馬委員。 

○相馬委員 12ページの西那須野共同調理場の工事

請負費、減額の1,100万円というものなんですが、

これすみません、当初予算はお幾らだったんです

かね。ちょっと今出てこないんです、予算書が。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 当初予算のほうは3,870万円

ほどです。 

○益子委員長 相馬委員。 

○相馬委員 3,870万円のうちの４分の１が、そう

しますと、不用額だったということなんですが、

何か工事の途中で不用になるような内容があった

んでしょうか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 こちらのほうにつきましては、

まず見積りのほうをいたただいて、設計を進めて

いたんですが、その中で当初は物価上昇、これ機

器なので、機器の物価上昇であるとか、運搬費、

あと人件費のほうがかなり上昇するだろうという

ところで見込んで予算のほうを昨年度計上してき

ていましたが、実際、設計のほうを組んで入札の

ほうもさせていただいた段階では、届出の金額が

当初見込みよりも安価に契約ができたというふう

に考えています。 

○相馬委員 分かりました。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 先ほどのゆめみらい基金の６年間の債

務負担行為になってございますが、この辺は、こ

の年数を６年間とした理由は何かございますか。 

○益子委員長 課長。 

○金子教育総務課長 これは、この給付者の上限が

６年の大学という、６年の修学年限に合わせてと

いうことになります。 

○相馬委員 分かりました。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  教育総務課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３３分 

 

再開 午前１０時３７分 
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○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎学校教育課の審査 

○益子委員長 ただいまから学校教育課の審査に入

ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

  学校教育課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がございませんので、予算決算常

任委員会（第二分科会）に切り替え、審査を行い

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第125号 令和６年

度那須塩原市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  課長。 

○大藏学校教育課参事兼学校教育課長 （議案第

125号について説明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  堤委員。 

○堤委員 民間プール使用料、あるいはバス運行の

業務委託料、これ全部小学生が対象ということな

んですけれども、これは学年は何か限定なんです

か、全小学生ですか。 

○益子委員長 課長。 

○大藏学校教育課参事兼学校教育課長 学年につい

ては、１年生から６年生、あと中学校も実はバス

を使用しておりまして、三島中学校と西那須野中

学校は自校プールを使っているので、それ以外の

小中、義務教育学校の全児童生徒になります。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 期間は何月から何月を想定しているんで

すか。 

○益子委員長 課長。 

○大藏学校教育課参事兼学校教育課長 早くは５月

からスタートしまして、おおむねこの12月で終わ

る予定を組んでおります。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 民間プールの数というのは何か所ぐらい

今、予定をされていますか。 

○益子委員長 学校教育課長。 

○大藏学校教育課参事兼学校教育課長 ２か所でご

ざいます。１か所は西那須野地区にあるファイン

ドスポーツというところと、あともう一つは黒磯

地区にあるサンライズというスポーツクラブのプ

ールを使用させていただいております。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

  進行を副委員長と交代いたします。 

○星副委員長 進行を交代します。 

  委員長。 

○益子委員長 今、課長から御説明いただいた件で

ちょっとお伺いします。 

  この令和６年度の水泳授業のバス運行業務委託

ということで、こちらに上がってございますが、

これは事業者さん１者の見積りなんでしょうか。 

○星副委員長 係長。 

○星野学校指導係長 ４者、那須塩原地区を４つの

地区に割りまして、４者からの見積りの積算にな

っております。 

○星副委員長 委員長。 

○益子委員長 今、係長から御説明いただきました。
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そうしますと、この４者の部分で、それぞれ距離

的なもので幾らか値段の設定が違うものなのか、

それとも４者それぞれ同額なのか、その点ちょっ

とお伺いいたします。 

○星副委員長 係長。 

○星野学校指導係長 地区ごとによって、学校の校

数であったり、児童生徒数のばらつきがあります

ので、バス会社によって価格の差はございます。

基本的に国土交通省の運行の公示価格によって積

算がなされております。 

  以上になります。 

○星副委員長 委員長。 

○益子委員長 そうしますと、積算がなされたもの

を参考にして、その値段設定をされているという

ことで了解いたしました。 

  そうしますと、先ほどばらつきがあるという話

がございましたが、それぞれの学校において、年

当初の計画に基づいて、例えばプールの授業、い

ついつしたいということで、事前にその計画を練

ったものを事業者さんのほうに提示されるのか、

それとも学校側から、この日は使いたいんだよと

いうことで、月単位というか、その部分でそうい

った予約というか、そういうものが入るものなの

か、その点確認させてください。 

○星副委員長 係長。 

○星野学校指導係長 事前に学校のほうと施設のほ

うと使える日を調整いたしまして、その使える日

をバス会社のほうに提示いたしまして、その使え

るというところでのバス会社から入札の応募があ

るという流れでございます。 

○益子委員長 了解いたしました。 

○星副委員長 進行を委員長と代わります。 

○益子委員長 進行を交代いたします。 

  そのほか皆様のほうから。 

  室井委員。 

○室井委員 すみません、先ほど御説明で民間プー

ル、黒磯地区１か所、西那須地区１か所というご

説明だったと思うんですが、以前は塩原Ｂ＆Ｇの

ところも使っていたというようなのをお聞きして

いたんですが、今もそちらは使っていないことで

よろしいんですか。 

○益子委員長 学校教育課長。 

○大藏学校教育課参事兼学校教育課長 現在、Ｂ＆

Ｇは使用しております。塩原小中学校、高林中学

校が２校で使用しております。 

○室井委員 分かりました。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  学校教育課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時４５分 

 

再開 午前１１時０７分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎生涯学習課の審査 

○益子委員長 ただいまから生涯学習課の審査に入

ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１１４号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 それでは、議案第114号 那須塩原

市図書館条例の一部改正についてを議題といたし

ます。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  生涯学習課長。 

○佐原生涯学習課長 （議案第114号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 先ほどの図書館の利用の許可等に関す

る業務というふうになったんですが、具体的に許

可等というのはどういうことですか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 みるるの中へ幾つか貸出しの

できるスペースがございます。ホールであるとか、

そういったところの利用許可を許可できると、指

定管理者が利用許可できるという、そういうふう

なことでございます。 

○山本委員 了解です。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第114号 那須塩原市図書館条例の一部改

正については、原案のとおり可決すべきものとす

ることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第114号については、原案のとお
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り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２１号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 続きまして、議案第121号 公の施

設の指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  課長。 

○佐原生涯学習課長 （議案第121号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  相馬委員。 

○相馬委員 指定管理の目的ということで、経費の

削減というふうなお話でございましたが、三島ホ

ールについてはどのぐらい経費の削減を見込んで

いるんでしょうか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 今回この指定管理選定に当た

りまして、当然庁内の手続を踏んでございますが、

その際に試算した結果によりますと、今現在の三

島ホールを直営とした場合と、指定管理に移行す

ることによって、年間約700万円ほどの経費が削

減される見込みでございます。 

○益子委員長 相馬委員。 

○相馬委員 具体的にどの辺が指定管理すると700

万円の削減になるんでしょうか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 今、三島ホールの運用に当た

りましては、会計年度任用職員を１名任用してご

ざいますが、こちらを削減できるということでご

ざいまして、人件費の部分、それから三島ホール

のほうにつきましては、今、外部委託ということ

で実施しているわけなんですが、これの委託料を

削減することができます。そういったものをもろ

もろ総合的に計算しますと、700万円ほどの減額

となってございます。 

○相馬委員 分かりました。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 今、三島ホールは三島公民館と同じと

ころで、多分、事務的なものは同じところでやっ

ているんですが、そこのところの変わる部分を教

えてください。 

○益子委員長 生涯学習課長。 

○佐原生涯学習課長 先ほど相馬委員さんの質問に

もお答えしたとおり、まず職員の体制としまして

は、先ほど申し上げた会計年度任用職員がホール

分ということで、それで１名減になります。今度、

一方で、あちらの事務室の中に文化振興公社、今

回指定管理を御決定いただけましたら、文化振興

公社の職員が入りまして、三島公民館の業務とホ

ールの業務は管理規則ですみ分けをするという形

を取らせていただく予定となっております。 

○益子委員長 山本委員。 

○山本委員 今現在だと一つの事務所の中というか、

事務室の中で、行くと同じような感じでやってい

るんですが、それが中できちんと、こっちはホー

ル、こっちは公民館という形で分けられるという

ことですか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 物理的に分けるということで

はなくて、事務室の中にいるんですが、執り行う

業務を三島公民館の事務については、市職員の三

島公民館の職員が対応します。ホールの受付だっ

たり運営については、文化振興公社の職員があち

らに常駐をして対応するということで、業務は分

けるという形になります。 
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○益子委員長 ほか質疑ございませんか。 

  堤委員。 

○堤委員 この選定なんですが、ここで２番の導入

形態で、特定の団体を選定というふうに書かれて

おるんですけれども、例えば図書館なんかだと公

募されるという格好で、そこの違いは、この条例

の中で規定はされていると思うんですけれども、

そこの違いを教えていただければと思います。 

○益子委員長 佐原課長。 

○佐原生涯学習課長 条例の中でということではご

ざいませんで、今回こちらの三島ホールを運営を

するに当たりましては、まず、黒磯文化会館、そ

れから三島ホールをこれまで、あるいはこれまで

以上にしっかりと地域に根差した運営をするとい

うことで、まずしっかりとした技術力を持ってい

ること、兼ね備えているということに関しまして

は、文化振興公社につきましては、これまで黒磯

文化会館の指定管理者としてしっかりと実績を残

してこられておりますし、研さんも積んでおりま

す。 

  また加えまして、この文化振興公社につきまし

ては、公益財団法人という位置づけでございまし

て、専ら利益を追求する団体ではない。ちょっと

専門的な用語で言いますと、収支相償という言葉

があるんですが、要はその事業に対する収入が支

出を上回らないようにしましょうよ、つまり利益

が発生しませんよねという、そういうふうなもの

でございまして、それは公益性も加味しまして特

定とさせていただきました。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 公募する場合は審査項目なんかが当然基

準としてあるかと思うんですけれども、今回は公

募されないということで、審査はされているとい

うことでよろしいんですか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 今お見込みのとおりでござい

まして、審査のほうは実施をしてございます。 

○堤委員 分かりました。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第121号 公の施設の指定管理者の指定に

ついては、原案のとおり可決すべきものとするこ

とに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第121号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２２号の説明、質疑、

討論、採決 
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○益子委員長 続きまして、議案第122号 公の施

設の指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  佐原課長。 

○佐原生涯学習課長 （議案第122号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  山本委員。 

○山本委員 そうすると、館長はもちろん替わるん

だろうと思いますし、市の職員はいなくなるとい

うことになると思うんですが、現実でいいますと、

今、業務委託はたしか流通センターにやってもら

っている部分ってありますので、見た目はほぼ変

わらないというふうに考えてよろしいんですか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 外見的な見た目といいますと、

今現在も図書館の職員は事務室の内部にいて、実

際、窓口業務を行っているのは図書館流通センタ

ー、いわゆる受託者が行っていますので、外見的

には、見かけは変わらないと思います。 

  それから、前段にあった組織につきましても、

今回、市が指定管理をするということは、職員が

あそこに常駐しなくなるということになりますの

で、そういった内部的な変化もございます。 

○山本委員 了解です。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  堤委員。 

○堤委員 １者応募という格好なんで、当然この図

書館流通センターさんは長年の実績があるという

ことで、ほかのところがなかなか応募しても駄目

だろうなという感じで多分、応募してきていない

のかという感じはあるんですけれども、何かここ

の図書館流通センター以外に応募するような会社

というのは、市では何か把握しているんですか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 事前の申込みを受け付ける段

階では、ちょっと問合せがこのほかに２件ぐらい

あったんですが、最終的には応募に至らなかった

というところでございまして、もちろんこの１者

だけで全ての  を賄っているわけではございま

せんので、そういった会社さんはあるというふう

に承知してございます。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 審査項目の中で、当然合計で80点のとこ

ろ76点の95％という高い評価が審査結果で得られ

ておるんですけれども、１者応募という格好で、

この管理経費の縮減ですね、４番の。これがゼロ

になっているんですけれども、これはこの全体の

評価の基準のところプラスという、プラスの項目

だと思うんですけれども。これはこの図書館流通

センターさんから提案がなかったということなん

ですか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 そういうことではなくて、上

限額というものを定めておりまして、当然この上

限額の中に収まっている、つまりその条件を満た

した中で今回選定をさせていただいております。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 コスト的には、この図書館流通センター

さんが今度選ばれるということで、どのようにコ

ストが変わるかというのは何か把握されています

か。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 先ほどの文化施設とも同じ部

分はございますが、まず先ほど申し上げた……、

これ最終的にはまだ決定しておりませんが、市の

組織上の職員があそこに今３名ございますが、こ

れをもう職員の配置をなくすということは、ここ
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でもう人件費が大きく減ってくるというところで

ございまして、そういった分も総合的に計算しま

すと、コストのほうも削減できるというものでご

ざいます。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

  副委員長。 

○星副委員長 もう一回ちょっと、説明あったかな

とは思うんですけれども、図書館みるるの中にカ

フェとかもあって、あそこもたしか家賃を払って

いるかなと思うんですけれども、そこの契約に関

しては、市との契約になってくるんですか、それ

とも指定管理とカフェとの契約になってくるんで

すか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 あちらは行政財産の目的外使

用ということでございまして、市との契約でござ

います。 

○益子委員長 副委員長。 

○星副委員長 そうすると、そこの賃料に関するこ

とも市になるので、指定管理が勝手に、例えばも

うちょっと賃上げしようとかというふうにはなら

ないということでいいんですか。 

○益子委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 おっしゃるとおりです。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 ここで進行を副委員長と交代いたし

ます。 

○星副委員長 進行を交代いたします。 

  委員長。 

○益子委員長 今、堤委員とか山本委員とかも絡む

ところなんですが、課長の御説明ですと、指定管

理者ということで、今回これが決まりますと図書

館流通センターさんが指定管理を行うということ

で、今まで張りついてた方、市の職員さん３名と

いうことでいらっしゃったのですが、恐らく市の

職員さんにおいてもこういった体系で働いていた

だいて、様々今まで働いていただいた年数におい

ていろいろな経験とかノウハウを蓄積されたと思

うんですが、この点を反映させるようなお考えと

いうのは何かございますか。 

○星副委員長 課長。 

○佐原生涯学習課長 なかなか難しい部分でござい

まして、例えばどうしても人事的な部分がござい

ますので、我々としても本来であれば生涯学習課

に残っていただいて、そういった能力を発揮して

いただけると非常にいいことだと思っていますが、

そういったことのみならず、職員も一市民である

ということを考えれば、市民として、例えば図書

館での何かそういったイベントごとに関わるであ

るとか、提案をするであるとか、そういった関わ

り方もできるんだろうなというふうに思っており

ます。ですので、ちょっと内部的な、人事的な活

用については、我々としては可能であれば要望し

たいと思うんですが、結果はどうなるかというと

ころはございますが、後段申し上げましたように、

そういった市民としての関わり方もできるんだろ

うというふうに思っております。 

○星副委員長 委員長。 

○益子委員長 これからは意見になるんですが、今、

課長のお答えですと、なかなか人材的な活用とい

う部分で、我々が口を挟める部分ではない部分だ

と思うんですが、やはりこういった、今、市のほ

うでいろいろな民間活力であったりとか、そうい

ったものを公の部分の行政が携わっている部分以

外のこういった経験をされた職員さんという方の

この経験というのは、今後、市のいろいろな部分

の運営に対しては、民間活力の導入ですとか考え

方というのを相当学ばれて、お持ちだと思います

ので、ぜひそういった方を、そういった方の人材
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というのを有用に活用していただいて、今後とも

そういった市のほうの今までと発想が違った観点

というのも大切にされて、そういった人材をぜひ

いろんな部分で活用いただければと思います。 

  私からは以上です。 

○星副委員長 進行を代わります。 

○益子委員長 進行を代わります。 

  ほかございませんか。 

  堤委員。 

○堤委員 ちょっと法律のことはよく分からないん

ですけれども、図書館を運営するに当たって、何

か最低こういうような資格の者を置かないといけ

ないとか、そういうものは何かあるんでしょうか。 

○益子委員長 那須塩原市図書館館長。 

○小泉那須塩原市図書館長 図書館司書は置かなけ

ればならないと思いますけれども、あとはその会

社によっていろんな考え方がありますから、いろ

んな資格を持った者を置くということもあると思

うんです。みるるの場合には、いろんな美術品の

展示とか、そういったものを行っておりますので、

素人がなかなか扱えないものもたまにあるという

ことで、学芸員の資格を持った職員も流通センタ

ーのほうにはおります。 

  以上です。 

○堤委員 分かりました。 

○益子委員長 玉野委員。 

○玉野委員 同じところの住民サービスの向上と、

⑶にございますね。施設の効果的な活用、これは

何を望んでいて、15点のところの13点、ギャップ

がありますけれども、市としてはどんな効果を望

んでいて、この差ですね、どういうことで差が出

たのかちょっとお聞きしたい。 

○益子委員長 暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時３０分 

 

再開 午前１１時３３分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  主幹兼管理係長。 

○伊藤那須塩原市図書館主幹兼管理係長 では、今

の御質問いただいた住民サービスの向上というと

ころにはなるんですが、株式会社図書館流通セン

ター、業界でもかなり有名なところでもあります

が、きちんとした職員の研修をやっておりまして、

そういったところでお客様方、利用者の方に提供

できるサービスの質が確保できるというところが

１つございます。それ以外には、多様な自主事業

なりというところで、いろいろな、先ほどのイベ

ントなりというところをどんどん提案してやって

いただいていると。これも今後展開していくとい

うようなお話をヒアリングの中でいただきました

ので、こういった点数のほうをつけさせていただ

いたというところになります。 

  以上です。 

○玉野委員 よく分かりました。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

  副委員長。 

○星副委員長 自主的なイベントではないかもしれ

ないんですけれども、駅前のイベントともタッグ

を組んでいろいろ様々な活動をこれからも展開さ

れていくとは思うんですけれども、今までは市の

職員の方が常時いたので、常にコンタクトは取り

やすい状況だったのかなと思うんですが、その辺

が委託になったことで何か不具合的な部分は、も

ちろんそこはないようにはするとは思うんですけ

れども、そこの連携をどのように今後図っていく

ような考えでいらっしゃるのかお聞きしたいんで

すけれども。 



－84－ 

○益子委員長 佐原課長。 

○佐原生涯学習課長 本来的には指定管理者は指定

管理者が主体的に判断するということになります

が、当然のごとく、これは市と連携してやってい

くという中で、これまでどおり綿密に連絡を取り

合って、やはりこの地域を盛り上げるためにどう

するのが一番いいんだというところは市と、それ

から指定管理者が連携をして考えていきたいとい

うふうに考えておりますので、これまでどおりそ

ういった地域との連携というのはやっていきたい

と思っていますし、今後ますますできるんであれ

ば、そういったものもやって、取り入れてほしい

なというふうに思っております。 

○益子委員長 星副委員長。 

○星副委員長 それとこの日本図書流通センターが、

塩原図書館ももちろん指定管理とか委託はされて

いるんですけれども、要は図書館によってカラー

が全然違うじゃないですか。みるると、あとほか

の図書館とかっていうことで、指定管理をされた

図書館、流通センターは一緒の会社なんだけれど

も、指定されるその図書館によって、運営方針が

違かったりとか、こっちはこうなんだけれども、

こっちは違うよね的な部分というのは、流通セン

ターの中でまた人事の異動があるかどうか分から

ないんですけれども、その辺での、例えば所長が

替わったら、何か違っちゃうとか、そういうこと

ももうないような形で今後もやっていくようにす

るということですか。 

○益子委員長 生涯学習課長。 

○佐原生涯学習課長 まず大きくは、指定管理者に

ついて、指定管理者がしたというふうに判断する

とはいえ、もちろん仕様書に基づいてやってござ

いますので、市が定める仕様書に基づいた指定管

理業務を行うと。これは様々な意見がありまして、

みるるってこういう図書館だよね、ほかの西那須

野図書館もそうなんないのみたいな意見もあるん

ですが、やっぱり図書館それぞれに建物もそもそ

も違いますし、それから、利用者も必ずしもみる

るのような図書館が全ての人がいいというかとい

うと、やはり本来の図書館の静かなところで本を

読んだり勉強したいという方もいらっしゃいます。

ですから、今現状としましては、この３館は今の

スタイルというものは大きく変える予定はしてご

ざいませんで、その運営は、館長が替わったから

変わるというものでございません。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第122号 公の施設の指定管理者の指定に

ついては、原案のとおり可決すべきものとするこ

とに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 
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  よって、議案第122号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 

○益子委員長 続きまして、福祉教育常任委員会を

予算常任委員会（第二分科会）に切り替え、審査

を行います。 

  それでは、議案第125号 令和６年度那須塩原

市一般会計補正予算（第７号）を議題といたしま

す。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  生涯学習課長。 

○佐原生涯学習課長 （議案第125号について説

明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  生涯学習課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時４１分 

 

再開 午前１１時５３分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎スポーツ振興課の審査 

○益子委員長 ただいまからスポーツ振興課の審査

に入ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまでございます。 

  スポーツ振興課については、福祉教育常任委員

会に対する付託案件がございませんので、予算常

任委員会（第二分科会）に切り替え、審査を行い

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２５号の説明、質疑、

討論、採決 
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○益子委員長 それでは、議案第125号 令和６年

度那須塩原市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔に願います。 

  スポーツ振興課長。 

○宇賀神スポーツ振興課長 （議案第125号につい

て説明。） 

○益子委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  相馬委員。 

○相馬委員 まず、体育施設管理運営費になります

が、竣工記念事業、この事業内容、それから委託

先を伺えればと思います。 

○益子委員長 宇賀神課長。 

○宇賀神スポーツ振興課長 こちらにつきましては、

皆さん、来賓ですとか関係者をお呼びしての純粋

な式典と、それとあとイベントということで、バ

スケットボール、栃木県にある宇都宮ブレックス、

こちらのほうの選手を３人ほど手配いたしました。

ここに加えて、ブレックスにはチアリーディング

の小さい子があるスクールがあるんですが、その

子たちもなかなか発表の場というのはないという

ことなので、こういった場を活用させていただい

て、その子たちも、スクールの子たちもこの場を

盛り上げていただこうと、そこをお願いしている

状況です。 

  これには市内の小中学生はもとより、一般の市

民の方々も選手と交流するようなイベントも企画

してやろうと思っているんですが、委託先はこれ

から入札で決めたいなというふうに考えておりま

す。 

○相馬委員 分かりました。 

○益子委員長 そのほかございませんか。 

  堤委員。 

○堤委員 年度内ということなんですけれども、ま

だ確定はされていないんですか、年月は。 

○益子委員長 課長。 

○宇賀神スポーツ振興課長 こちらにつきましては、

皆様にも御報告しようと思っておるところであっ

たんですけれども、春休みの初日、３月25日の火

曜日、こちらを予定しております。日にちはほぼ

確定というか。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 ちなみにこれバスケットコート、何面ご

ざいますか。 

○益子委員長 課長。 

○宇賀神スポーツ振興課長 フェンスに囲われたと

ころ１面と、あと、シュートとかが練習できるよ

うな、ゴールだけがあるところ、半面というか、

スリーポイントラインというのがちょこっとくっ

ついている感じです。 

○益子委員長 堤委員。 

○堤委員 観客席というのはあるんですか。 

○益子委員長 課長。 

○宇賀神スポーツ振興課長 観客席は特にございま

せんで、ただ、ネットフェンスになっているので、

お金とかも頂かなくてもこうやって見ることがで

きます。 

○堤委員 分かりました。 

○益子委員長 ほかございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 進行を副委員長と交代いたします。 

○星副委員長 進行を委員長と交代いたします。 

  委員長。 

○益子委員長 今のこの補正予算書の部分であるス

ポーツ団体の事業費、3001事業についてお伺いい

たします。 

  報償費の報償金ということで、大会の奨励費と

いうことで今相殺しているということであったん

ですが、この312万4,000円の部分で、先ほど冒頭、
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田代部長のほうの御挨拶にもあったように、駅伝

のほうでも目覚ましい活動をされていますし、そ

の部分で、またコロナを受けてこれから活発にな

ってきたということのお話があったんですが、こ

の年度内で、この予算で間に合うようなもくろみ

でいらっしゃるのか、その点お伺いします。 

○星副委員長 課長。 

○宇賀神スポーツ振興課長 こちらについては、大

きく増減を左右してしまうのは、野球とか、メン

バーが多いチームプレーの競技、こちらが全国と

か関東に行ってしまうとという言い方はおかしい

んですが、それもまた大変になってしまって、そ

のあたりも含めて例年の大会とかも見ながら計算

した金額なんで、これでいけるのかなと思ってお

ります。 

○星副委員長 委員長。 

○益子委員長 こちら、これで今のところいけるか

なという話だったんですが、今後の見通し的なも

のも含めて、これでいけるという方向で相殺され

て、この予算に上げてきたと思うんですが、今、

人数が多い分とあったんですが、これ以降の大会

というか、それではもう今回これ以上は上がらな

いだろうということで予算を計上されたんでしょ

うか。 

○星副委員長 補佐兼係長。 

○関谷スポーツ振興課長補佐兼スポーツ振興係長 

現在、11月末現在で、昨年度の申請件数と比較し

ますと、関東大会がもう既に昨年の実績を上回っ

ている件数となっていますので、関東大会の出場

がかなり伸びたことによって予算不足に陥ってい

るようなことが見受けられます。これについては、

栃木県内の県予選に参加するチーム数が少なくな

っていたりとかするもんですから、そもそも関東

大会で勝ち上がる確率が高くなっているというこ

とも要因としてひとつあると思うんですけれども、

それを勘案しましても、多くのスポーツでもシー

ズンオフに突入しているもんですから、これ以上、

全国大会とか関東大会が伸びることはそんなにな

いかなとは思いますので、この予算で足りるかな

と見込んでおります。 

○星副委員長 委員長。 

○益子委員長 これからは意見になります。 

  私、先ほどの生涯学習課もそうなんですが、ス

ポーツ振興課においても、私、幼い頃から、黒磯

市当時、１人市民一スポーツということで、私も

卓球ということでスポーツにいそしんで、今にお

いても、年齢においても続けられて、健康の一助

になってくれているのかなと思っています。 

  そういった中で、今スポーツのこの振興という

部分で見ますと、相馬委員なんかも関わりの深い

部分でいらっしゃいますが、やはりここの部分も、

人数が多い部分で、確かにお金は出るかもしれま

せんが、こういった部分においても市民のスポー

ツ面、健康面にもこれ十分に寄与していますし、

見られることにおいても元気ももらったりとか、

コロナ禍において、今出場する全国大会以上の、

関東大会も含めて出場する確率が上がってきたと

いう話でございましたが、ぜひここの部分は、ス

ポーツというものの特性も含めて、可能性もあり

ますし、いろいろな部分で若い世代も、また市民

の方も、このスポーツというのにいそしんでいた

だきたいと思いますので、この部分は十分に、財

政当局にはいろいろな部分で締めつけというか、

いろんな部分で、ここはちょっと削減してくださ

いという話はあろうかと思いますが、ぜひこのス

ポーツの振興というものに含めましても、皆様の

ふだんの頑張りをまたさらに検討を期待していま

すので、その部分よろしくお願いしたいと思いま

すんで、併せてお願い申し上げます。 

  私からは以上です。 
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○星副委員長 進行を委員長と代わります。 

○益子委員長 進行を交代いたします。 

  ほか、委員の皆様から何か質疑ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見等は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、議員間討議

及び質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○益子委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第125号 令和６年度那須塩原市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべき

ものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○益子委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第125号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  スポーツ振興課所管の審査事項は以上となりま

す。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 零時０６分 

 

再開 午後 零時１０分 

 

○益子委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○益子委員長 それでは、次第４、その他に入りま

す。 

  委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○益子委員長 事務局から何かありますか。 

  事務局。 

○石田書記 この後のテーマに関するものはいかが

いたしますか。 

○益子委員長 いいですか、やっちゃいましょうか。 

○石田書記 分かりました。 

  以上です。 

○益子委員長 それでは、次第４のその他を終了と

いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○益子委員長 以上をもちまして、委員会の審査事

項は全て終了といたします。 

  本委員会の審査報告書は本職が作成し、議長に

提出いたしますので、御一任くださるようお願い

申し上げます。 

  これをもちまして、福祉教育常任委員会を閉会

といたします。 

  大変にお疲れさまでございました。 

 

閉会 午後 零時１２分 


